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e − L 倶楽部を利用 した常磐大学の コ
ー

ス ウェ ア 開発

堀口秀嗣、北根精美、寺島哲平、石川勝博 、塩雅之、町英朋
＊ 1

〈 概要 〉 常磐大学で は学内共 同研究の 予算 を得て 、学内 の 教員の 講義や演習で 使え る e ラ
ー

ニ ン

グ コ
ー

ス ウェ ア の 開発 に取 り組 ん で い る。初等 中等教育とは違っ た面に配慮 し て開発 を行わなけ

れ ばな らな い こ とを痛感 し て い る。今回 の 発 表で は小 中学校で の 開発 の 取組 とは違 う面 を整理 す

る と共 に 、 工 夫点 につ い て発表す る。また、8 月 に埼玉県 の あ る市の 教育委員会 と本学の e
− L倶

楽部に慣れた学生 との 共同開発 も行 う予定で あ り、そ の結果が今後の 開発 に重要な意味を持っ の

で 、 そ の 結果 も合わせ て 報告す る。

〈 キーワー ド〉 コ
ー

ス ウェ ア 開発、分業化、高等教育 の e ラ
ー

ニ ン グ 、
e
− L 倶楽部、フ レーム の雛形

1． e
− L 倶楽部に よる コ ース ウェ ア 開発

　 e
− L倶楽部はイ ン ス トール 不要で、USB

メ モ リ
ー

に入れ た状態で コ ース ウェ ア を作成

した り、修正 した り、実行する こ とが で きる貴

重 な初等 中等教育の 厳 し い セ キ ュ リテ ィ ポ リ

シ
ー

に 影響 され ずに e ラ
ー

ニ ン グを実 現す る

ために便利な ソ フ トウェ ア で あ る。

　 また 、
ス タ ン ドア ロ ン 、学内 LAN 環境、

イ ン タ
ー

ネッ ト環境 の どれで 行 っ て もシ ーム

レ ス に使え る こ とも利点 とい える。常磐大学で

は大学で の 講義だ けでな く、空き時間で本学に

い る時や 自宅 か らもコ ー
ス ウェ ア にア クセ ス

して 学習を継続で きるよ うにするため に e
− L

倶 楽部 を利用 した 開発を行 っ て い る。

　 さ らに、
一

般 に 市販の e ラ
ー

ニ ン グシ ス テ ム

を導入 して い る場合、登録利用者 の 数に応 じ た

料金 シ ス テ ム が とられて い る もの もある 。 新た

な コ
ー

ス ウ ェ ア を開発 し て利用す る場合や 、 自

宅利 用を可能にす るなどの 利用拡大に発 展す

る場合 、 当初予 定 しなか っ た利用状況 も生まれ

る 。 こ の よ うな時に経費面 を心配 しなけれ ばな

らな い こ と は壁 に もなる。こ れ は初等中等教育
で の e ラ

ー
ニ ン グ利用 で も欠 かす こ との で き

な い 重要な理 由 で ある 。 本学で e − L 倶 楽部 を

導入 し て 開発 を進 めて い るの は、上記の 3 っ の

理由が大き い
。

2 ．大学の コ ー
ス ウェ ア 開発の違い

　初等中等教育で は e ラ
ー

ニ ン グの 導入 は授

業利用が 中心である 。 そ して 、 自作する 場合は 、

各自が校内研修で作れ る よ うにな っ て 、自分で

作る とい う方策 をとるか 、校 内の 熟達 した教員
と教科利 用をす る教員 とが 協力 し合 っ て 作る

方法が
一

般的で あろ う。

　 しか し、大 学で は 開発 の ス タイ ル が異なる と

考えて い る。講義で の 直接的な利用 は、本人が

e ラ ーニ ン グ を取 り入 れ た い と思わ な い 限 り

利用 に踏み切 る こ と は ない 。自分で オ
ー

サ リ ン

グ シ ス テ ム を利用 し て コ ー
ス ウ ェ ア を開発す

る こ とは非常に希で ある。したがっ て 、 授業者
と コ

ー
ス ウェ ア 化 をは か る人 との 分業作業 を

基本 とせ ざる を得ない 。そ の ときに、如何に授

業者 に負担 の少 ない 分担作業に置 き換 え られ

るかを考慮 しなければならない 。し か も、授業

者が情報提供 し て か ら、で きるだ け短時間で コ

ー
ス ウ ェ ア 化が は か れ なけれ ばな らない

。

　二 っ 目 の 違い は 、コ ー
ス ウ ェ ア に講義 の 動画

配信 とWBT の 2 通 りある とい うこ と で ある。

初等中等教育で は、講 義の 動画配信は少な く、
そ の機能は十分検討 されては い な い。

　常磐大学 の 共同研究の 研 究代 表 者で あ る堀

口 は、 e
− L 倶楽部 の 機能開発 に も関わ っ て い

る関係か ら、大学 の 必 要 とす る e ラ
ー

ニ ン グ機

能 として の 動画 配信機能 も追求 し て い きた い

と考え て い る 。 如何に動画配信 とWBT を ド ッ

キ ン グさせ て い くか 、同期や途 中状態 の 学習者
コ ン トロ

ー
ル を ど の よ うに可 能に して い くか 、

映像理解を どの よ うに確認す る か で ある 。

　 3 っ 目は、大 学独 自の フ ー ドバ ッ ク機能で あ

る。学習者 へ の フ ィ
ー

ドバ ッ 久 教授者 へ の フ

ィ
ー

ドバ ッ ク、そ して コ ー
ス ウェ ア 作成 グル ー

プ へ の コ
ー

ス ウェ ア 改訂 の た め の フ ィ
ー ドバ

ッ ク で ある 。 教授者が成績をつ ける と い う意味
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で 学習者の 学習を評価する揚合、単に結果 とし

て の 評価 ・診断テ ス トだ けで な く、 自宅や空き

時間で の学習の 頻度やア クセ ス 時刻、所要時間

な ども重要 な評価 の ポイ ン トになる。

　第 4 に、大学で は講義の 中で使 うとか 、講義

の 代用 と して 使 うよ りは 、 補習的な利用を希望

す る教員 が多い 。講義の 様子 を収録 し、そ れ を

編集 した も の を e ラ
ーニ ン グ の コ ン テ ン ツ と

す る場合が あ るの も、大学や社会人 特有の 利用

で ある 。 しか し、これ は、教員が い なくて も学

習者が学習 を進行で きなけれ ばならず、理解で

き な い とき に理 解を助け るた め の 手 だて も重

要だ 。 特に他の サ イ トへ の リ ン ク、動画配信時

にお ける重要事項の 確認な ど、大学利用で e ラ

ー
ニ ン グの 機能 と し て 検討す べ き要素は多い

。

3 ．コ
ー

ス ウェ ア の 可読性 と本格利用の コ ース

ウニ ア に向 くオ
ー

サ リン グシ ス テ ム

　プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ツ
ー

ル の 持 つ ス ライ ド

作成機能 には 、e ラ
ー

ニ ン グの オ
ーサ リン グ機

能を考 え る 上 で 参考に なる 。
レ イ ア ウ トや ス ラ

イ ドデザイ ン 、リハ
ー

サ ル 機能や 自動実行機能

などで ある。本研究で は、これ らの 機能を参考

に 、 教員が コ ース ウェ ア をデザイン して 内容を

伝 え、学生ア ル バ イ トが コ ー
ス ウェ ア 化する と

い う分業形 態を進行 しやす くす るた め の機能

として 、以下の 2 つ の制作方式 を検討 した 。

（1 ）雛形指定方式

　単
一

または複数 フ レ
ー

ム を組み合 わせ た雛

形 を決め、教員 は雛形で 良い ときは 、雛形番号

を指定 し て 、あと は 内容 を書けばよ い 。

1 説明また は 文 の み 　 5種

タイ トル 図入 り　 5 種

ご褒美画面 長 文 ス ク ロ
ー

ル 可 　 2 種

2 質問 択
一

型　 5 種

回 答 形 式 に 択
一

型図入 　 5 種

よる分類 複数回答　 2 種

複数回答図入 　 2 種

自由記述　穴埋型 2 種

穴埋 図入 　 2

自由記 述　語群選択型 2

語 群図入 　 2

自由記述　意見記 入型 2

意見 図入 　 2

3 動画提 示 何度で も見 られ る

1回 の み

動 画 ＋質問 （択一型）

動画見て意見記入

複数 の フ レ
ーム か ら構成 され る もの で 分岐が

入 っ て い るもの

こ れ らは今後の フ レーム が 累積 され て い くこ

とで 、類型が追加 されて い く予 定で あ る。

（2 ）差込 型

差込型 とは 、
コ
ー

ス ウェ アを差し込 まれる フ レ

ーム の 形 に合わせ て 複数 フ レ
ーム を 自動生成

する もの で 、差 し込む部分は フ レ
ーム 内で％％

n 〜％％ n の 問に差 し込 まれ る。

1 文章 分割型

穴埋 め型 《 》

語群型 『 』

25 問テ ス ト 文章の み　集計結果

文章＋ 図　集計結果

310 問テ ス ト 文章の み　集計結果

文章＋ 図　集計結果

こ の よ うな型 が作れ る の は 、 e
− L 倶楽部 の X

ML 記述形式 が 日本語 の 自由 タグで構成 され

て お り、コ
ー

ス ウェ ア の 可読性が高 め られ たこ

とと、XML の タ グ構造と命令の 独立性に よる 。

これ ら の 組み合わせ で コ
ー

ス ウェ ア として 学

習内容 を入れた フ レ
ー

ム 群を作成 した後に、必

要に応 じて 、オ ーサ リン グシ ス テ ム で あるメ
ー

カー
に読み込 ん で レ イア ウ トの 細部を修正 し

た り、図や写真や動画 な どを追加する こ とで 、

コ ース ウェ ア の 作成時間の 中で 多 くの 時 間を

要 して い た 分岐情報の 作成を簡略化で き 、 大幅

に作成時間を短縮で きる と期待 して い る 。

　 こ の よ うな開発形態 の 試行 として 、8月 に埼

玉 県の ある教育委員会で の コ
ー

ス ウ ェ ア制作

活動に 、 学習内容を作る （指定す る）數員 と、

e
− L 倶楽部を使 い慣れ た本学の 学生がチ ーム

を組ん で 1 日で制作す る ワ ークシ ョ ッ プ を計

画 して い る 。 実際に 6時間程度で どの くらい の

コ
ー

ス ウニ ア が開発で きる の か、教員の満足度

が得 られ るか ど うか、短時間で どの くらい の フ

レ
ーム が制作で き るか を検証 する予定で ある。

分業化 と短 時間制 作の 実用性 が見 えて くる こ

と、結果 を報告で き る こ とを楽 しみ に して い る。
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